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立式に結び付けるための_
操作活動の在り方
- 第1学年 ｢ひき井 (1)｣の措辞を頑して -
斬新 附子
減法が用いられるいろいろな場面のrlでも, ｢求差｣の場合は. ｢～人帰り.ま
した○｣や ｢～個あげました.｣などの人や物の動きが直接分かる吉事が問題文
のLPに含まれていないので,ひき井の式に立式することが難しいといわれている○
そこで,本研究では.第1学年の ｢ひき井 (1)｣の指導の中でも,特に,間
題場面が ｢取り去る操作｣につながりにくく.ひき井の式に立式できることが分
かりにくいと考えられる ｢求差｣の場合に焦点を当て.立式に結び付けることの
1 研究の目的と方法
本単元では.減法が適用される場合とし
て.次の3つを考えている｡
① 求残
はじめの欺最から.滅少したときの
残りの放血を求める場合
② 求部分
全体とその一部分が分かっていて,
他の部分を求める場合
③ 求差
2つの救Rの差を求める場合
｢求差｣の場合は, ｢求残｣と遭って.
｢～人帰りました.Jや ｢～個あげました.∫
などの人や物の政の動きが直接分かる言葉
が問題文の巾に含まれていないので,ひき
井の式に立式することが井しいといわれて
L_⊥
いる｡
また, ｢求差｣のrE,l題をおはじきなどの
半具体物の操作を通して解決しようとした
時には,まず.2つの放血を ｢1対 1に対
応させて遊べるD｣という操作から始める
那.この操作の中には,r取り去る操作｣が
含まれていないので,すぐにはひき井の式
へと立式することができない｡
.そこで,本研究では, ｢1対1対応｣の
操作からひき井の式の立式に至るまでの過
程を4つの操作 (ステップ)に分け,その
-つ一つの操作 (ステップ)を丁寧に扱う
ことによって. ｢～人帰りました｡｣や
｢～個あげました｡｣などの直接的な言葉
がなくても.ひき井の式への立式ができや
すくなるのではないかと考え.投薬実践を
適して明らかにしていくことにする｡
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2 研究の内容~
｢求差｣の場面からひき井の式を立式す
るためには. ｢数を比べる操作｣ (1対1
対応)が ｢取り去る操作｣へとつながらな
くてはならない｡
そこで.ひき井の式に結び付くまでの操
作の過程を次のような4つのステップに分
けて指導していくことが. ｢求差｣の場面
をひき井の式に結び付けるために有効なの
ではないかと考え,実践していくことにし
た｡
例えば. ｢犬が5匹います｡ねこは3匹
います｡犬はねこより何匹多いでしょう.｣
というような問題では,次のように.操作
活動を工夫していく｡
① 2つの数量 (5匹,3匹)を表すお
はじきを.正しく1対1対応させる活
動にする｡
〇〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇
そのためのポイントは.次の3点で
あると考えている｡
2つの放血を表すおはじきを上下
に並べる｡
おはじきは.等間声削こ此ペる｡
おはじきの一方の桜をそろえてお
く｡
この操作により.犬の方が2匹多いこと
が分かりやすくなる｡
② 1対1対応している部分のおはじき
を取り去る活動にするo
亮 ●.喜 酢 3
この操作により,犬の方が2匹多いこ
上が,よりはっきりと分かるようになる
③ 少ない方の放血を表したおはじきを
多い方の数血を表したおはじきから過
ぎけ ながら,1対1に対応している部
分の おはじきを収り去る活動にする｡
二O.uo. 0. 瞑
④ 多い方の歎Btを表したおはじきだけ
を遊べ.そこから.少ない方の放血と
同じ致だけおはじきを取り去る活動に
する｡
一〇 〇 〇"0 0
③,④の操作をさせることにより,この
問題場面が ｢513｣とひき井の式に立式
できることが分かりやすくなる｡
3 授業の実際
(1) 嘩元名 第1学年 ｢ひき界(1)｣
(2) 単元El積
① 求挽.求錐介,求差の場面をひき井
の式に表すと,答えがm]単に分かるこ
とを知り,進んで式に表し,差を求め
ようとする｡
② 求残,求部分,求差の場面を ｢収り
去る｣というおはじき操作をもとにし
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て,ひき界と考えることができる｡
③ 凍残,求部分,求差の協hlを,おは
じきを操作したり,ひき井の式に表し
たりして答えを求めることができる｡
④ ひき井が用いられる場面や,ひき井
の計昇の仕方を理解する｡
(3) 単元の構想 (9時間)
第1次 求残.求部J)の場面のひき
井 (4時間)
第2次 求差の場面のひき井
(4時間)
第1･2時 おはじき操作による
ひき井 (本実践授業)
第3時 式にかいて答えを求
めること
第4時 ち`がい'をもとめ
ること
第3次 ひき昇のお話づくり
(1時間)
(4)授業の展開
① 2つの敷瓦を表すおはじきを.正
しく1対1対応させる活動にする｡
J45買毒塾
上のようなふえをふいているカエルとそ
れをきいているカエルの絵を提示し.子ど
もたちに自由に話し合わせると. ｢ふえを
ふいているカエルさんは5匹いるよ｡｣
｢きいているカエルさんは3匹だよ｡｣な
どと,それぞれのカエルの政に目を向けて
きたので,次のように問題を出した.
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もんだい
ふえをふいているカエルさんのはう
T どうしたらお話がもっとよく分かる
ようにようになるかな｡
C おはじきを仕えばいいと思いますO
｢おはじきを仕ってお詔をしようo ｣と
本時のめあてをきめた子どもたちは,ふえ
をふいているカエルの政は赤のおはじき.
きいているカエルの数は黄色のおはじきを
使って,それぞれ遊べ始めた.
T どちらのカエルさんの方が多いか.
一目で分かるようにおはじきを地べら
れるかな｡
C できる｡できる｡
子どもがおはじきを並べ終わったところ
で.次のように只板で此ペ方を確かめてい
った｡
ア 〇〇〇〇 〇〇
イ 00000
ウ 〇〇〇〇〇
エ 00000
C こんなふうに (アのように)並べま
した｡
C それでも.数はあってるけど･･｡
C もっとよく分かる並べ方があるよ｡
T どんな止ベガですか｡
C 5個の下に3個を此べます｡
T こうですか｡ (イのように此ペる｡)
C 遭う｡はしをそろえるんだよ｡
(拍手)
T 分かった｡こう (クのように)置く
んだね｡
C 違うよ｡ (ェのように曲ペLEN.しなが
ら)上と下のおはじきをそろえて研く
の｡
(拍手)
T みんな賛成みたいだけれど,こんな
ふうに (エのように)地べたらどんな
いいことがあるのかな｡
C ふえをふいているカエルさんの方が
何匹多いかがすぐに分かります｡
T 何匹多いのかな｡
C 2匹です｡
このようにして.子どもは,5匹と3匹
を表すおはじきを正しく1対1に対応させ
て,ふえをふいているカエルの方が2匹多
いことを見つけていった｡
:-② 1対1対応している部分のおはじ!
きを取り去る活動にする｡
ふえをふいているカエルの方が2匹多い
と答えてきた子どもに.更に. ｢どうして
2匹多いことが分かったのか｡｣とたずね
ると.並べたおはじきの下線部分を指しな
がら説明をしてきた｡
C おはじきのこの部分
(下線部分)を見ると
2匹多いことが分かり
ます｡
C 2個だけ上のおはじきの方が山っ張
っているからです｡
T ふえをふいているカエルさんのJiが
2担多いことを,もっとはっきりとさ
せるには,どうしたらいいですか｡
C こんなふうに (オのように)同じに
なっているところをどければいいと,Lil.
います｡
オ- 330. # 99
節1次の ｢求部分｣の学習で ｢求めたい
部分をはっきりさせるためには,それ以外
のおはじきをどければよく分かる｡｣こと
を見つけていた子どもは,本授業でもその
ことを使い,一人一人.オの図のようにお
はじきを動かしながらお話をしていき.ま
た黒板でも進んでおはじきを動かしながら
お話をしていくことができた｡
③ 少ない方の放血を表したおはじき
を多い方の放血を表したおはじきか
ら遠ざけながら,1対1に対応して
いる部分のおはじきを取り去る活動
にする｡
次に.下のようなショートケーキ7個と
チョコレートケーキ5個の絵を提示し.ど
ちらが多いかを問いかけた｡
& @ & @ @
亀 各 色 畠 垂 @ 貞撃
すると,子どもは,カエルの問題と同様
におはじきを1対1に対応させて並べ,同
じになっている部分を動かしながらお話を
していき.ショートケーキの方が2個多い
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ことを見つけていった｡
::::: ``
T こんなふうに (下の図のように)お
はじきをはなしてもケーキのお話がで
きるかな｡
C できるよ｡
一〇〇〇∞ PPo0
-00000
動かしにくそうではあったか,子どもは
上下に離れた5個のおはじきを動かしなが
ら同じようにお話をしていった｡
④ 多い方の放生を表したおはじきだ
けを並べ.そこから.少ない方の政
見と同じ敢だけおはじきを取り去る
活動にする｡
T 下のおはじきがなくてもできるかな
C なくてもできるよ｡
子どもは,次のように.見えない (チョ
コレートケーキを表した)おはじきを手で
囲みながら.おはじきを取り去る操作をし
黒板でも発表していった｡
T ロロさんは,おはじきを何個動かし
ましたか｡
C 5個です｡
T どうして5個動かしたのかな｡
C だって,チョコレートケーキ5個あ
るんだもん｡
C チョコレートケーキが5個あるから
それと同じ敷だけショートケーキのお
はじきを動かしたんだと患います｡
(拍手)
更に,下のような自転車5台と三輪車4
台の絵を提示し,どちらが何台多いかを問
いかけた｡
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すると.今度は自転車の数のおはじきだ
けを並べ,5個のおはじきから4個のおは
じきを取って, ｢･････自転車の方が
1台多い｡｣と話していった｡
T どうして,4個のおはじきを動かし
たのですか
C 三輪車が4台あるからです｡
C 本当は,このおはじき (自転車5台
の下に三輪車の数だけ4個おはじきが
あるからです｡
(拍手)
T どちらがどれだけ多いかを勉強しま
したが.どんなことが分かりましたか
C 多い方の歎だけおはじきを並べて,
少ない方の数と同じだけおはじきをど
ければ何個多いか分かりました｡
C あっ,この間題もひき井になるんじ
ゃないかなあ｡
C 賛成｡式も分かるよ.
T どんな式になると思いますかo
C 5-4だと思います｡
C わけも言えるよ｡ 5個のおはじきか
ら,4個どけるのだから514イごと思
います｡
(拍手)
このように,･おはじきの操作の4つのス
テップを一つ一つふんでいく中で.子ども
は.自然に ｢求差｣の場面からひき井の式
を立式していくことができるようになり.
次時からは,式にかいて答えを求めること
ができるようになっていった｡
4 研究のlJR梨と今後の課題
本授業では. ｢求差｣の域h-にIlj間をか
け,おはじきの操作による問題解決からひ
き昇の式の立式に至るまでのでの過程を4
つにわけ,丁寧に扱っていった｡
その結果,2つの敷丑の差を求めるとい
場合でt),ひき昇の式に立式できるという
ことが,1iF生の子どt)にとってt)受け入
れやすくなったのではないかと考えている
ただ,1年生ということもあり,指示が細
かく,教師主導的な発間が多かったので,
今後の課題として,更に,活動の工夫をし
ていく必要がある｡
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